
ドリームプレイウッズ

遊びの森を創造する



綾瀬市の概要①



綾瀬市の概要②

人口 ：83,025人 （H22.12.1現在）

世帯数：32,160世帯（H22.12.1現在）

面積 ：22.28平方キロメートル

☆「清流の宝石」とも呼ばれるカワセミ

が生息するなど、豊かな自然環境に恵

まれた町です。



ドリームプレイウッズ事業

地域の自然環境を活用し、自由な

遊びや自主性・協調性・創造性を育

む拠点としての冒険遊び場を、地域

住民で構成された管理運営委員会が

中心となって、年中無休で開放して

いる。



子どもは自然の中で自由で豊か

な遊びや体験をすることで生きるこ

とに必要な主体性、自己防衛本能、

身体能力、感じる心、道徳感、社会

性を身に付けていく

基本理念



子ども自ら遊びの心を育むため、大

人は子どもの自由な遊びに対する認

識を持ち、大人も子どもと一緒に遊

びを体験することで、子どもの遊び

の森を創造することである

基本理念



発足経緯

「私の若い頃は近くの原っぱや山の中でチ

ャンバラごっこやターザンごっこをして

遊んだものだ。しまいには隠れ家と称し、

人知れず住処を作ったものだよ。今の子

はそういうことをしなくなってしまった。

だから云々･･･････」



ないなら作ってしまおう！！

２ヶ月余りで何十年と溜まった自然

のゴミと不自然なゴミを片付ける。

発足経緯



管理運営委員 総出で片付け

その量なんと・・４トントラック５台分



沿 革

 2001年（平成13年）9月

準備委員会発足

 2002年（平成14年）1月

検討委員会に移行

 2002年（平成14年）3月

管理運営委員会に移行



沿 革
 2002年（平成14年）4月30日

ドリームプレイウッズ

管理運営委員会 初会議

32名

 2002年（平成14年）７月14日 開森式

以降、年間様々な事業を企画・実施

⇒現在に至る



開催日時

年中無休

４月～９月 日の出から１８時まで

10月～３月 日の出から１７時まで



延べ１７０００人（１日平均5０人）

年間来森者



年間行事 春

4月 筍祭り



年間行事 夏

7月 周年記念ハマラカ祭



7月 子ども研修会



年間行事 秋

11月 キャンプ・ハマラカ収穫祭（１）



11月 キャンプ・ハマラカ収穫祭（２）



年間行事 冬

12月

門松作り



１月 餅つき大会



年間活動
毎月第２日曜 定例整備

（1,2,8月は休み）



竹チップ作り



畑



カブト虫



その他

新聞発行（年４回）

ホームページ運営

定期総会（４月）

全体会議（随時）



ウッズの日常

子どもたちの見守り



遊具及び

設置物の修理



川の整備・草むしり



はたけ



園芸作業



ウッズの遊び方















メディアも注目！！

7/24 タウンリポート

7/29 FMやまと

8/21 あっぱれTVK

8/28 おはよう日本NHK

その他、

新聞・タウン誌など

多数取材依頼あり



活動を通じて

子どもたちとの関係

近隣地域との関係



管理運営委員会とウッズ

市民が市民を巻き込んで自然の素晴

らしさを発見していく。

ウッズは多くの魅力的な人達の手に

よって支えられています。

管理運営委員の皆様は地域に住む一般市

民であり、１００％ボランティアです。



ウッズは壊されたら直せばよい。

汚されたら綺麗にすれば良い。

散らかされたら片付ければよい。

ウッズに来る子どもたちを信じるな

しかし微塵も疑る態度や行為をするな

彼らに惑わされる大人であってはならない

委員長のことば（ウッズHPより）
さいごに・・・



ウッズで子供たちと触れ合うときは命の大切さ

つまり生きとし生けるものを粗末にしないように

お願いいたします。

ウッズは強い心と身体を作るところと認識して

ください。

すると子どもはやがて優しい子になります

優しいとは優れていることです。

心の弱い人は残虐な行為をします。

委員長のことば（ウッズHPより）



ウッズは条件が適合している場合には（ウッズ

に限らず全てその通りですが）恒久的に続けな

ければなりません。

無理をせず、入り込みすぎず、逃げず、放り出

さず、ちょうど良いのが良い。

大人も子供も含めより多くの人に理解を深め

ていただく提案がありましたらご提供をお願いい

たします。

（ドリームプレイウッズ管理運営委員長 澁谷敏夫）



ドリームプレイウッズは子どもと共に創ってい

くものであるため、今後についても今まで通り

子どもありきで姿を変えていくことと思います。

そんな中でウッズに息づく様々な自然環境が

子ども達の成長のための良き先生となれるよう、

管理運営委員の皆様とともにドリームプレイウ

ッズを力強く育てていきたいと考えております。

ご清聴、ありがとうございました。



ドリームプレイウッズ

遊びの森を創造する


